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第 18 号 
令和 5 年 

8 月 25 日発行 

 

■
議
長
就
任
の
ご
挨
拶 

 

地
方
分
権
が
進
み
、
市
議
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
と
責
任
の
重
要
性
が
増

し
、
社
会
経
済
の
急
速
な
構
造
変
化
を

背
景
と
し
て
、
議
会
に
は
多
様
化
す
る

民
意
の
集
約
と
市
政
へ
の
反
映
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
今

期
は
３
名
の
新
人
議
員
が
加
わ
り
、
41

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
10
名
の
新
体
制

で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

議
員
の
な
り
手
不
足
と
い
う
問
題

が
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、 

現
在
、
全
国
市
議
会
議
長
会
に
お
い
て

若
者
や
女
性
、
会
社
員
等
多
様
な
人
材

の
市
議
会
へ
の
参
画
を
促
す
環
境
の

整
備
を
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
三
笠

市
に
お
い
て
は
近
々
の
課
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
女
性
議
員
は
平
成
23

年
以
降
不
在
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
魅
力
が
あ
り
、
議
員
に
な
り

た
い
と
思
え
る
議
会
を
作
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
議
会
改
革
の
一
貫
と
し

て
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
を
考

え
な
が
ら
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

                       

■
各
会
計
骨
格
予
算
を
可
決
任
の
ご 

 

令
和
５
年
度
は
、
統
一
地
方
選
挙
が
実

施
さ
れ
た
た
め
、
３
月
定
例
会
で
は
、
各

会
計
の
骨
格
予
算
が
健
全
な
財
政
運
営

を
意
識
し
、
第
９
次
総
合
計
画
を
十
分
に

勘
案
し
編
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
を
可
決 

 
 

国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴

い
、
個
人
情
報
の
適
切
な
運
用
の
た
め
、

議
会
か
ら
「
三
笠
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
」
を
提
出
し
、
可
決

し
ま
し
た
。 

■
一
般
通
告
質
問 

 

浅
尾
議
員
か
ら
「
子
ど
も
子
育
て
に
つ

い
て
」「
学
校
教
育
に
つ
い
て
」
の
通
告
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。 

■
一
般
・
国
保
各
会
計
補
正
予
算
を

可
決
任
の
ご 

 

６
月
定
例
会
で
は
市
政
執
行
方
針
・
教

育
行
政
執
行
方
針
に
基
づ
き
、
「
食
と
健

康
推
進
事
業
」「
産
後
ケ
ア
事
業
」
な
ど
、

新
た
な
事
業
を
含
め
た
予
算
が
、
令
和
５

年
度
の
予
算
と
し
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

■
大
綱
質
問 

 

令
和
５
年
度
の
行
政
の
方
針
に
対
し
、

７
人
の
議
員
か
ら
様
々
な
質
問
が
さ
れ

ま
し
た
。 

 

7/25 

総合常任委員会現地視察 

 



６
月
定
例
会
の
大
綱
質
問 

（
６
月

日
・

日
） 
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▼
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て 

 

【
質
問
】
新
た
に
実
施
す
る
「
産
後
ケ

ア
事
業
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内

容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
こ
の
事
業
は
、
宿
泊
型
、
通

所
型
、
訪
問
型
と
あ
り
、
助
産
院
へ

委
託
し
、
８
月
か
ら
事
業
開
始
の
予

定
で
す
。
産
後
１
年
間
の
市
内
の
母

子
が
対
象
で
、
利
用
料
は
、
国
の
減

免
制
度
も
利
用
し
て
委
託
料
の
１
割

以
下
の
負
担
を
想
定
し
て
い
ま
す
。 

【
質
問
】
今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
利

用
者
の
要
件
等
を
対
象
者
が
利
用
し

や
す
い
表
現
を
使
い
、
も
っ
と
利
用

し
や
す
い
制
度
と
し
て
検
討
し
て
は

ど
う
か
。 

【
答
弁
】
国
の
改
正
案
の
中
の
表
現

を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
産
前
面
談

等
、
制
度
の
説
明
を
行
う
時
に
は
、

誤
解
の
な
い
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

▼
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
充
実 

▼
学
校
教
育 

▼
市
立
高
校 

 

▼
情
報
通
信
・
情
報
技
術 

   

業
時
に
使
え
る
補
助
金
制
度
や
支
援

策
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
協
力
隊
に
は

高
校
生
Ｏ
Ｂ
も
多
く
い
る
こ
と
か
ら

三
笠
高
校
生
の
Ｏ
Ｂ
に
対
し
て
の
独

自
の
支
援
も
移
住
・
定
住
、
経
済
活

性
、
交
流
人
口
の
増
加
等
の
観
点
か

ら
具
体
的
に
検
討
す
る
時
期
だ
と
思

い
ま
す
が
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
雇
用
形
態
に
つ
い
て
は
任
用

型
か
ら
委
託
型
等
へ
の
変
更
は
国
の

制
度
上
は
可
能
で
す
。 

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
出
を
受
け

て
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ
の

要
望
な
ど
、
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

【 

け
て
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ

の
要
望
な
ど
、
展
望 

▼
石
炭
地
下
ガ
ス
化
事
業
に
つ

い
て 

 

【
質
問
】
進
め
ら
れ
て
い
る
研
究
事

業
に
対
し
、
知
的
財
産
権
の
所
有
を

強
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。  

【
答
弁
】
水
素
製
造
か
ら
二
酸
化
炭

素
の
戻
入
れ
ま
で
の
一
連
の
事
業
は

国
内
で
も
例
の
な
い
研
究
で
す
。 

ど
の
部
分
が
特
許
に
当
た
る
か
、
ま

だ
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
、
大
学
や
企
業
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

【
質
問
】
今
後
、
知
的
財
産
へ
の
投
資

に
よ
っ
て
競
争
の
優
位
性
を
確
立
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
答
弁
】
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
は

や
り
方
を
組
み
立
て
な
が
ら
し
っ
か

り
と
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

で
き
る
だ
け
現
在
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ど
お
り
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
資
金
の
見
通
し
が
立

っ
た
時
点
で
予
算
提
案
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

▼
市
立
三
笠
総
合
病
院
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
、
協
力
隊
に
は 

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
出
を
受
け

て
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ
の

要
望
な
ど
、
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

【 

け
て
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ

の
要
望
な
ど
、
展
望 

▼
雇
用
・
労
働
環
境
に
つ
い
て 

 

【
質
問
】
雇
用
・
労
働
環
境
に
つ
い
て
、

当
市
に
関
わ
る
事
業
者
の
状
況
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
個
々
の
企
業
ご
と
に
増
減
が

あ
り
ま
す
が
、
専
門
的
な
技
術
を
持
つ

方
の
採
用
に
難
航
し
て
い
る
部
分
が

あ
り
ま
す
。
市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
求
人
情
報
を
掲
載
す
る
取
組
み
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
質
問
】
医
療
・
福
祉
等
の
専
門
職
不

足
で
経
営
面
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と

を
危
惧
し
て
い
ま
す
が
、
市
内
に
お
け

る
雇
用
確
保
の
考
え
方
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
市
内
企
業
の
専
門
的
な
職
種

の
採
用
状
況
は
、
市
内
業
者
の
従
業
員

数
調
査
に
よ
り
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

対
策
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
同
様
、
団

体
や
事
業
者
か
ら
の
意
見
を
よ
く
聞

い
て
、
必
要
な
都
度
検
討
し
、
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

▼
第
９
期
後
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定 ▼
防
災 

▼
移
住
定
住
促
進 

   

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
任

期
途
中
の
変
更
は
制
度
的
に
可
能
な

の
か
ま
た
、
離
任
後
の
起
業
時
に
使

え
る
補
助
金
制
度
や
支
援
策
、
サ
ポ

ー
ト
体
制
、
協
力
隊
に
は
高
校
生
Ｏ

Ｂ
も
多
く
い
る
こ
と
か
ら
三
笠
高
校

生
の
Ｏ
Ｂ
に
対
し
て
の
独
自
の
支
援

も
移
住
・
定
住
、
経
済
活
性
、
交
流

人
口
の
増
加
等
の
観
点
か
ら
具
体
的

に
検
討
す
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
が

考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
雇

用
形
態
に
つ
い
て
は
任
用
型
か
ら
委

託
型
等
へ
の
変
更
は
国
の
制
度
上
は

可
能
で
す
。 

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
出
を
受
け
て
、

企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ
の
要
望

な
ど
、
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

【 

け
て
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ
の

要
望
な
ど
、
展
望 

▼
情
報
通
信
・
情
報
技
術
に
関
わ

る
、
自
治
体
ＤⅩ

に
つ
い
て 

 

【
質
問
】
当
市
が
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

化
）
を
推
進
す
る
に
あ
た
る
人
材
確

保
と
育
成
、
今
年
度
実
施
さ
れ
る
マ

ル
チ
タ
ス
ク
車
両
に
よ
る
移
動
市
役

所
事
業
、
全
国
的
に
続
出
し
て
い
る
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
の
現
状
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
と

育
成
は
現
状
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
有

資
格
者
を
２
名
採
用
し
て
お
り
、
今

後
更
に
１
名
採
用
予
定
ま
た
、
国
の

制
度
を
利
用
し
、
民
間
企
業
か
ら
今

年
度
２
名
の
派
遣
職
員
の
受
入
れ
を

目
指
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
利
用

し
て
市
民
、
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

理
解
向
上
に
つ
な
げ
て
行
き
ま
す
。 

移
動
市
役
所
事
業
で
は
窓
口
同
様

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
各
市
民
セ
ン
タ

ー
に
て
実
施
予
定
で
す
。 

 
 
 
 

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
国
に
確
認

中
で
す
が
、
現
時
点
で
、
市
民
か
ら

の
問
合
せ
は
な
い
状
況
で
す
。 

今
後
も
気
軽
に
問
合
せ
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
実
施
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
に
つ
い
て
市
民
に
丁
寧
に
説
明

し
て
い
き
ま
す
。 

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

任
期
途
中
の
変
更
は
制
度
的
に
可
能

な
の
か
ま
た
、
離
任
後
の
起
業
時
に

使
え
る
補
助
金
制
度
や
支
援
策
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
、
協
力
隊
に
は
高
校
生

Ｏ
Ｂ
も
多
く
い
る
こ
と
か
ら
三
笠
高

校
生
の
Ｏ
Ｂ
に
対
し
て
の
独
自
の
支

援
も
移
住
・
定
住
、
経
済
活
性
、
交

流
人
口
の
増
加
等
の
観
点
か
ら
具
体

的
に
検
討
す
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す

が
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

雇
用
形
態
に
つ
い
て
は
任
用
型
か
ら

委
託
型
等
へ
の
変
更
は
国
の
制
度
上

は
可
能
で
す
。 

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
出
を
受
け

て
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ
の

要
望
な
ど
、
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

【 

け
て
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ

の
要
望
な
ど
、
展
望 

新
し
い
議
会
体
制 

浅尾 三  

(公明党) 

畠山 宰 

 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

▼
防
犯
対
策 

 

▼
空
き
家
対
策 

▼
中
心
市
街
地
整
備

の
検
討 

▼
文
化
芸
術
振
興
促

進
施
設
シ
エ
ル 

の
雇
用
形
態
は
雇
用

型
と
委
託
型
に
大
別 

議
会
だ
よ
り
で
は
掲

載
し
き
れ
な
い
質
問
の

全
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

「
三
笠
市
議
会
」
で

検
索
す
る
か
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。 

■
第
２０
回
統
一
地
方
選

挙
の
結
果
、
３
名
の
新
人

議
員
を
迎
え
、
新
し
い
体

制
で
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。 

【
議
員
】（
☆
＝
新
人
） 

☆
青
木 

康
博 

議
員 

 
 
 
 
(

社
会
民
主
党) 

☆
池
田 

真
志 

議
員 

 
 
 
 
(

無
所
属) 

 

須河 恵介 

折笠 弘忠 

三笠市議会 



3 市議会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７
月
２５
日(

火)

に
総
合
常
任
委
員
会

で
は
、
８
件
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
う

ち
学
校
教
育
に
つ
い
て
、
農
作
物
の

生
育
状
況
に
つ
い
て
の
２
件
の
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
三
笠
小

学
校
、
三
笠
中
学
校
を
見
学
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
対
策
で
整
備
し
た
施
設
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
状
況
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。 

農
作
物
の
生
育
状
況
は
、
水
稲
、
玉

ね
ぎ
、
メ
ロ
ン
の
調
査
を
行
い
、
ど
の

作
物
も
日
差
し
に
恵
ま
れ
、
例
年
よ

り
少
し
早
い
生
育
状
況
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

▼
三
笠
鉄
道
村
、
鉄
道
車
両
の 

保
存
に
つ
い
て 

 

【
質
問
】
三
笠
鉄
道
村
の
屋
外
展
示

車
両
の
外
装
に
塗
装
の
剥
が
れ
な
ど

が
発
生
し
て
い
る
が
、
今
後
の
補
修

計
画
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
屋
外
の
39
両
の
修
繕
に
は

２
億
円
以
上
の
費
用
が
見
込
ま
れ
、

財
源
の
確
保
の
た
め
に
、
Ｓ
Ｌ
等
産

業
遺
産
の
保
護
保
全
・
整
備
・
展
示

資
料
活
用
基
金
条
例
を
制
定
し
、
基

金
の
活
用
に
よ
り
対
策
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

【
質
問
】
三
笠
市
内
に
８
か
所
あ
る

日
本
遺
産
、
炭
鉄
港
の
構
成
文
化
財

の
活
用
・
保
全
・
管
理
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
三
笠
ジ
オ
パ
ー
ク
、
空
知

総
合
振
興
局
な
ど
と
連
携
し
、
各
地

権
者
や
管
理
者
と
調
整
、
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
適
宜
活
用
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
炭
鉱
遺
産
等
の
産
業

遺
産
に
つ
い
て
は
、
修
繕
を
行
う
た

め
の
補
助
制
度
が
な
く
、
仮
に
実
施

す
る
場
合
は
費
用
が
膨
大
に
な
り
、

ま
た
修
繕
方
法
も
難
し
い
た
め
、
見

守
り
保
存
を
中
心
に
継
続
し
て
行
う

予
定
で
す
。 

住
、
経
済
活
性
、
交
流
人
口
の
増
加

等
の
観
点
か
ら
具
体
的
に
検
討
す
る

時
期
だ
と
思
い
ま
す
が
考
え
方
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
雇
用
形
態
に
つ

い
て
は
任
用
型
か
ら
委
託
型
等
へ
の

変
更
は
国
の
制
度
上
は
可
能
で
す
。 

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
出
を
受
け

て
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ
の

要
望
な
ど
、
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

組
み
や
国
へ
の
要
望
な
ど
、
展 

【 

け
て
、
企
業
へ
の
取
り
組
み
や
国
へ

の
要
望
な
ど
、
展
望 

▼
運
動
公
園
の
利
用
に
つ
い
て 

 
【
質
問
】
運
動
公
園
の
施
設
に
つ
い 

て
、
特
に
市
営
球
場
は
市
外
の
チ
ー

ム
に
も
利
用
さ
れ
、
気
持
ち
よ
く
利

用
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
老
朽
化
に
よ
り
、
劣
化
が
目
立

つ
状
況
で
、
今
後
の
施
設
の
あ
り
方

が
課
題
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ほ

か
の
体
育
施
設
も
含
め
、
今
後
ど
の

よ
う
に
維
持
管
理
を
行
う
の
か
お
聞

き
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
経
年

劣
化
に
よ
り
修
繕
が
欠
か
せ
な
い
状

況
で
す
。
利
用
者
が
安
全
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
指
定
管
理
者
と
連
携
し
、

維
持
管
理
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
様
々
な
視
点
か
ら
優
先

順
位
を
考
え
、
内
部
で
の
検
討
を
行

い
ま
す
。 

【
質
問
】
ち
び
っ
子
広
場
は
運
動
公

園
の
周
辺
を
整
備
し
縮
小
し
た
関
係

で
、
野
球
な
ど
以
前
の
使
い
方
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
現

状
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。 

▼
市
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
に
つ

い
て 

 

【
質
問
】
南
空
知
広
域
連
携
加
速
化

事
業
の
動
向
・
内
容
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
に
伴
い
、 

南
空
知
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る

目
的
で
、
令
和
２
年
10
月
９
日
に
４

市
５
町
で
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
①
地
域
防
災
体
制

等
の
充
実
②
地
域
公
共
交
通
の
維
持

確
保
と
利
用
促
進
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ 

ラ
の
研
究
・
活
用
の
３
点
で
、
令
和 

４
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
部
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。 

☆
須
河 

恵
介 

議
員 

 
 
 
 
(

無
所
属) 

浅
尾 

三

 

議
員 

 
 
 
 
(

公
明
党) 

折
笠 

弘
忠 

議
員 

 
 
 
 
(

無
所
属) 

 

畠
山 

 

宰 

議
員 

 
 
 
 
(

無
所
属) 

 

澤
田 

益
治 

議
員 

 
 
 
 
(

無
所
属) 

谷
内 

純
哉 

議
員 

 
 
 
(

無
所
属)  

武
田 

悌
一 

議
員 

 
 
 
 
(

無
所
属) 

谷
津 

邦
夫 

議
員 

 
 
 
 
(

無
所
属) 

【
議
会
体
制
】 

議 

長 

武
田 

悌
一 

議
員 

副
議
長 

折
笠 

弘
忠 

議
員 

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長 

澤
田 

益
治 

議
員 

副
委
員
長 

青
木 

康
博 

議
員 

総
合
常
任
委
員
会 

委
員
長 

畠
山 

宰 
 

議
員 

副
委
員
長 

浅
尾 

三

 

議
員 

地
域
振
興
対
策
特
別
委
員
会 

委
員
長 

谷
内 

純
哉 

議
員 

副
委
員
長 

須
河 

恵
介 

議
員 

谷内 純哉 

谷津 邦夫 

【
質
問
】
広
域
行
政
の
連
携
に
対
し

て
、
市
長
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。 

【
答
弁
】
定
住
自
立
圏
に
関
し
て
、
ま

さ
に
市
益
が
見
え
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
札
幌
圏
と
の
つ
な
が
り
を
強

く
し
、
三
笠
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

含
め
て
連
携
を
深
め
れ
ば
、
効
果
的

な
も
の
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
財
源
確
保
と
財

政
維
持
を
し
っ
か
り
し
て
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
個
々
の
個
性
を

生
か
す
発
想
で
議
論
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

       

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
雇
用
形
態
は

雇
用
型
と
委
託
型
に
大
別
さ
れ
る

が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
任 

【
答
弁
】
現
在
は
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
の

練
習
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
今
後
は
現
状
の
サ
ッ
カ
ー
を

は
じ
め
と
し
て
、
市
民
の
方
が
気
軽

に
運
動
を
楽
し
め
る
憩
い
の
場
と
し

て
の
活
用
を
中
心
に
考
え
て
い
ま

す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

 

▼
農
業 

 

▼
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

 

▼
日
本
遺
産
、
炭
鉄
港
の
構
成

文
化
財
の
活
用 

ポ
ー
ト
体
制
、
協
力
隊
に
は
高
校 

   

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
雇
用
形
態

は
雇
用
型
と
委
託
型
に
大
別
さ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
任 

総
合
常
任
委
員
会 

 

所
管
事
項
調
査 

青木 康博 
(社会民主党) 

 



4 市議会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 
 

市議会だよりについて、より分かりやすく、読みやすい紙面づくりのための

参考とさせていただきますので、市民の皆さんからの率直なご意見やご要望

をお待ちしております。 

【問合先】三笠市議会事務局 

 〒068-2192 三笠市幸町２番地☎②3194 Fax②7880 

▶Ｅメール gikai@city.mikasa.hokkaido.jp 

▶ホームページ http://www.city.mikasa.hokkaido.jp/assembly/ 

議会広報委員会 
 

委員長  池田 真志 

副委員長 青木 康博 

委 員  須河 恵介 

     浅尾 三  

      

 み皆様から 

●
編
集
後
記 

 

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
よ
り
議

会
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
猛
威
を
奮
っ
て
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
で
す
が
、
今
年
の
５
月

か
ら
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
マ
ス
ク
の
着
用

も
個
人
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
元
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
予
防
を
怠
ら
ず

注
意
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
の
議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の
制

約
が
あ
り
、
議
会
活
動
の
全
て
を
お
伝

え
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

 

当
委
員
会
で
は
、
議
会
の
広
報
活
動

に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
形
態
が
良
い
の

か
検
討
と
研
究
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
要
望
も

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

最
後
に
、
今
年
４
月
の
統
一
地
方
選

挙
に
よ
り
議
会
広
報
委
員
会
も
新
し
い

委
員
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
委
員
長 

池
田 

真
志 

 

皆さん、こんにちは。 

三笠市議員会長の折笠

でございます。 

私たち議員 10 人で結

成しています議員会では、

今年から、ボランティア活

動や市民の皆さんとの交

流を積極的に行っていきま

す。 

第 1 弾として、以前より

岡山地区から要望があり

ました、町内会でなかなか

実施のできていない危険

箇所のクリーン作戦を行い

ました。 

今後も地域の皆さんの

要望や声にお応えしなが

ら活動して参ります。 

mailto:gikai@city.mikasa.hokkaido.jp

